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イ
ラ
ン
に
お
け
る
第
三
者
が
か
か
わ
る
生
殖
補
助
技
術
の

　

活
用
に
関
す
る
倫
理
的
議
論
と
実
践

細
谷
幸
子

は
じ
め
に

　

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
後

半
か
ら
、
生
殖
補
助
医
療
を
め
ぐ
る
法
的
・
倫
理
的
問
題
に
対

処
す
る
た
め
の
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
く

つ
か
の
生
殖
補
助
技
術
に
お
い
て
は
、
一
組
の
男
女
が
子
を
も

う
け
る
と
い
う
営
み
に
第
三
者
の
身
体
が
介
在
す
る
こ
と
で
、

婚
姻
関
係
と
親
子
関
係
に
関
連
す
る
既
存
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱

す
る
状
況
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ラ
ン
で
議
論
が

活
発
化
し
た
の
も
、
生
殖
補
助
技
術
の
導
入
と
活
用
に
際
し
、

そ
れ
ま
で
の
規
範
の
再
解
釈
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

シ
ー
ア
派
を
国
教
と
す
る
イ
ラ
ン
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を

柔
軟
に
解
釈
す
る
議
論
に
よ
っ
て
新
た
な
事
態
へ
の
対
応
策
が

検
討
さ
れ
、
生
殖
に
関
わ
る
技
術
の
使
用
を
広
く
許
容
す
る
方

向
性
が
示
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る

生
殖
補
助
医
療
に
関
す
る
議
論
と
実
践
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
日
本
語
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
不
妊
を
め
ぐ
る
状
況
と
共
に
、

（
１
）
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と
く
に
第
三
者
が
か
か
わ
る
生
殖
補
助
医
療
の
活
用
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ
て
き
た
倫
理
的
議
論
の
概
要
を
示
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
議
論
の
中
で
重
視
さ
れ
た

婚
姻
関
係
と
親
子
関
係
の
規
範
に
つ
い
て
、
主
に
日
本
か
ら
で

も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
英
語
文
献
を
も
と
に
整
理
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
柘
植
あ
づ
み
の
定
義
に
な
ら
い
、
体
外

受
精い
や
顕
微
授
精う
な
ど
、
子
を
も
つ
た
め
に
必
要
な
生
殖
補

助
に
関
わ
る
個
別
の
技
術
に
限
定
す
る
場
合
は
「
生
殖
補
助

技
術
」、
生
殖
補
助
技
術
を
使
用
し
た
医
療
を
指
す
場
合
に
は

「
生
殖
補
助
医
療
」、
ま
た
不
妊
治
療
に
関
わ
る
技
術
だ
け
で

な
く
、
避
妊
や
人
工
妊
娠
中
絶
も
含
め
た
生
殖
全
般
に
関
わ

る
技
術
を
指
す
場
合
に
は
「
生
殖
技
術
」
と
表
記
す
る
（
柘
植 

2012

：231

）。
ま
た
、
本
文
中
の
ペ
ル
シ
ャ
語
表
記
は
、
す

べ
て
黒
柳
（1998

）
を
参
照
し
て
い
る
。

１
　
イ
ラ
ン
に
お
け
る
不
妊
と
そ
の
治
療

（
１
）
イ
ラ
ン
の
医
療
の
状
況

　

人
口
約
八
千
万
人
を
擁
す
る
イ
ラ
ン
は
、
経
済
発
展
水
準
と

し
て
は
中
所
得
国
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
世
界
銀
行
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
（W

orld B
ank 2018

）、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
二

一
九
ア
メ
リ
カ
ド
ル
（
二
〇
一
六
年
）、
平
均
寿
命
は
七
十
六
歳

（
二
〇
一
六
年
）、
乳
幼
児
死
亡
率
出
生
一
〇
〇
〇
対
一
五
（
二
〇

一
六
年
）
で
、
周
辺
中
東
諸
国
よ
り
も
高
い
保
健
医
療
水
準
に
あ

る
。
革
命
後
、
イ
ラ
ン
で
は
農
村
部
の
末
端
ま
で
広
が
る
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ

が
母
子
保
健
水
準
の
向
上
や
家
族
計
画
の
推
進
に
寄
与
し
て
き

た
。
近
年
で
は
、
ロ
ウ
ハ
ー
ニ
ー
大
統
領
主
導
の
も
と
国
民
皆

保
険
の
達
成
を
目
標
と
し
た
政
策
が
と
ら
れ
、
医
療
へ
の
平
等

な
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

生
殖
補
助
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
を
含
め
、
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
や
イ
ス
フ

ァ
ハ
ン
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
よ
う
な
大
都
市
に
は
、

公
立
の
医
療
施
設
だ
け
で
な
く
、
慈
善
団
体
や
民
間
団
体
が
運

営
す
る
医
療
施
設
が
多
数
存
在
し
、
高
度
専
門
医
療
を
含
め
た

種
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
現
在
、
国
民
の
九
割
は

何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

（M
ehrbad 2009 :71

）。
し
か
し
、
医
療
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い

自
由
診
療
の
領
域
が
大
き
く
、
同
様
の
治
療
を
受
け
た
場
合
で
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も
医
療
施
設
に
よ
っ
て
患
者
の
自
己
負
担
額
が
異
な
る
。
一
般

的
に
、
大
都
市
部
の
富
裕
層
は
民
間
病
院
を
、
農
村
部
居
住
者

や
貧
困
層
は
公
立
病
院
を
利
用
す
る
傾
向
に
あ
る
。
医
療
費
の

自
己
負
担
は
約
六
割
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（Episcom

 2014

）。

（
２
）
イ
ラ
ン
に
お
け
る
不
妊

　

イ
ラ
ン
で
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
（
一
九
八
〇⊖

一
九
八

八
年
）
後
に
出
生
率
が
劇
的
に
低
下
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が
推

進
し
た
家
族
計
画
に
よ
っ
て
、
既
婚
女
性
の
間
で
ピ
ル
、
Ｉ
Ｕ

Ｄ
（
避
妊
リ
ン
グ
）、
卵
管
切
除
、
コ
ン
ド
ー
ム
な
ど
の
避
妊
法
が

普
及
す
る
に
伴
っ
て
起
き
た
変
化
だ
っ
た
（A

ghajanian and  

M
erhyar 1999 :100

）。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
の
一
九
八
六
年

に
七
・
一
だ
っ
た
出
生
率
は
、
一
九
九
一
年
に
四
・
九
ま
で
下

が
り
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
・
〇
、
二
〇
一
一
年
に

は
一
・
六
と
な
っ
た
（Erfani 2015 :36

）。
近
年
、イ
ラ
ン
政
府
は
、

将
来
予
測
さ
れ
る
人
口
減
少
と
人
口
の
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
出
産
を
奨
励
す
る
方
向
性
に
舵
を
切
っ
た
が
、
出

生
率
の
上
昇
は
簡
単
に
は
実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

て
い
る
（ibid.:36

）。

　

一
方
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
、
結
婚
を
し
子
を
産
み
育

て
る
こ
と
は
宗
教
的
に
高
い
価
値
を
も
つ
。
子
ど
も
は
神
か
ら

の
授
か
り
物
で
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
と
子
の
養
育
は
、イ
ス
ラ
ー

ム
を
信
仰
す
る
者
に
と
っ
て
重
要
な
宗
教
的
善
行
の
一
つ
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
妊
娠
・

出
産
が
困
難
で
あ
る
夫
婦
に
対
し
て
、
強
い
ス
テ
ィ
グ
マ
が
付

与
さ
れ
る
文
化
的
背
景
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

不
妊
と
は
、
子
ど
も
を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
が
で
き
な
い
状
況
を
指
す
（
柘
植 2012

：
用
語
解
説
ⅳ
）。
十

五
〜
五
十
歳
の
イ
ラ
ン
人
既
婚
女
性
と
そ
の
夫
を
対
象
と
し
た

調
査
で
は
、
結
婚
後
二
年
を
経
過
し
て
一
度
も
妊
娠
し
な
か
っ

た
夫
婦
が
四
・
六
％
、
妊
娠
経
験
は
あ
る
が
、
二
次
的
な
不
妊

状
況
に
あ
る
と
回
答
し
た
夫
婦
が
三
・
四
％
だ
っ
た
（Safarinejad 

2007 :305

）。
だ
が
、
結
婚
後
の
期
間
を
短
く
設
定
し
た
研
究
結
果

で
は
、
よ
り
高
い
割
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
で
実
施
さ

れ
た
不
妊
に
関
す
る
サ
ー
ベ
イ
を
ま
と
め
た
調
査
で
は
、
二
一

〜
二
二
％
の
イ
ラ
ン
人
女
性
が
、
結
婚
生
活
で
原
発
性
不
妊
（
一

人
目
不
妊
）
を
経
験
し
て
い
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
（K

azem
 

and A
rdalan 2009 :216

）。
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不
妊
の
原
因
は
男
女
ど
ち
ら
側
で
も
あ
り
得
る
が
、
女
性
の

方
が
不
妊
で
あ
る
こ
と
の
非
難
を
受
け
や
す
い
。
イ
ラ
ン
に
お

い
て
、
不
妊
は
離
婚
の
正
当
な
理
由
に
な
る
。
ま
た
、
男
性
の

複
婚
が
許
可
さ
れ
て
い
る
た
め
、
離
婚
し
な
か
っ
た
と
し
て
も

夫
は
妻
の
不
妊
を
理
由
に
別
の
女
性
を
娶
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
の
妻
は
、
社
会
の
中
で
も

親
族
内
で
も
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
る
。
妻
は
不
妊
女
性
と
し

て
の
ス
テ
ィ
グ
マ
に
加
え
、
離
婚
や
多
妻
婚
に
対
す
る
不
安
を

抱
え
な
が
ら
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（B

ehboodi-M
oghadam

 

2013 :44

）。

　

不
妊
は
、
深
刻
な
家
庭
内
暴
力
に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
る
。

テ
ヘ
ラ
ン
の
不
妊
治
療
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
の
報

告
に
よ
る
と
、
六
一
・
八
％
の
不
妊
女
性
が
、
夫
か
ら
精
神
的
・

身
体
的
・
性
的
暴
力
を
受
け
た
と
回
答
し
て
い
る
（A

rdabily 

2011 :16

）。
不
妊
に
よ
る
不
安
や
う
つ
症
状
が
円
満
な
夫
婦
生
活

の
障
害
と
な
り
、
夫
婦
間
の
葛
藤
や
不
和
を
増
長
さ
せ
て
い
る

と
す
る
報
告
も
あ
る
（H

abibi et al. 2015 :53

）。
実
態
は
必
ず
し
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
研
究
結
果
を
考
慮
す

る
と
、
不
妊
に
対
す
る
医
学
的
治
療
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
夫
婦
の
数
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
と

推
測
で
き
る
。

（
３
）
イ
ラ
ン
に
お
け
る
生
殖
補
助
医
療

　

イ
ラ
ン
国
内
で
生
殖
補
助
医
療
を
提
供
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
正
確
な
施
設
数
を

と
ら
え
る
の
は
難
し
い
が
、
二
〇
一
六
年
の
報
告
に
よ
る
と
、

全
国
に
六
十
二
の
不
妊
治
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
（O

ry et al. 

2016 :6

）。
シ
ー
ア
派
が
多
数
派
の
イ
ラ
ン
で
は
、
近
隣
の
ス
ン
ナ

派
が
多
数
派
の
国
よ
り
寛
容
な
指
針
が
出
さ
れ
て
お
り
（G

ürtin, 

Inhorn and Trem
ayne 2015

）、
配
偶
子
（
精
子
・
卵
子
）
の
提
供
に

よ
る
非
配
偶
者
間
の
体
外
受
精
の
他
、
提
供
胚
の
移
植
、
代
理

出
産え、
着
床
前
診
断お
に
よ
る
男
女
産
み
分
け
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
生
殖
補
助
医
療
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
中
東
最
大
の
規

模
を
も
つ
ロ
ウ
ヤ
ー
ン
研
究
所
（
テ
ヘ
ラ
ン
）
は
、
年
間
約
一
万

人
の
患
者
が
研
究
所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
合
計
で
七
千

サ
イ
ク
ル
の
治
療
を
お
こ
な
い
、
約
四
〇
％
の
成
功
率
を
得
て

い
る
と
報
告
し
て
い
る
（R

ousseau 2014 :644

）。

　

こ
れ
ま
で
、
生
殖
補
助
医
療
は
美
容
整
形
と
同
様
に
「
病
気
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の
治
療
」
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
全
額
自
己
負
担
の
自
由
診
療
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は
不
妊
が
身
体
機
能
不
全
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
保
険
適
用
部
分

が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
に
は
出
産
奨
励
政
策
の
一

つ
と
し
て
、
公
立
病
院
で
不
妊
治
療
を
受
け
る
場
合
、
保
健
省

が
費
用
の
八
五
％
を
負
担
す
る
と
の
発
表
も
あ
っ
た
（ISN

A
 

2016

）。
生
殖
補
助
医
療
を
提
供
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
に

は
、
半
官
半
民
の
組
織
で
治
療
費
を
安
く
設
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
一
回
の
体
外
受
精
（
Ｉ
Ｖ
Ｆ
）
で
か
か
る
費
用
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
、
約
八
百
ド
ル
か
ら
四
千
ド
ル
だ
と

推
算
さ
れ
て
い
る
（A

bbasi-Shavazi 2008 :18

）。
貧
困
層
に
は
治

療
継
続
が
難
し
い
金
額
だ
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
親
族
が
車
や

家
を
売
っ
て
資
金
援
助
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
で
初
め
て
生
殖
補
助
技
術
を
研
究
す
る
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
だ
っ
た
。
ヤ
ズ
ド
に
あ
る
こ

の
研
究
所
で
イ
ラ
ン
国
内
初
の
体
外
受
精
が
実
施
さ
れ
、
一
九

九
〇
年
に
そ
の
子
の
誕
生
が
報
告
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
は
、

イ
ラ
ン
で
最
初
の
細
胞
質
内
精
子
注
入
法
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉか）
に
よ
る

子
が
誕
生
し
た
。
一
九
九
九
年
、
前
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
に
開
設
さ

れ
た
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
研
究
所
が
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
の
法
・
政
治
学

部
と
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
そ
こ
で
生
殖
技
術
に

関
す
る
法
的
な
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
議
論
を
も
と
に
準

備
さ
れ
た
胚
提
供
に
関
す
る
法
案
が
二
〇
〇
三
年
七
月
に
国
会

で
承
認
さ
れ
、
十
日
後
に
監
督
者
評
議
会
の
承
認
を
得
て
、「
不

妊
夫
婦
に
対
す
る
胚
提
供き
の
方
法
に
関
す
る
法
（qānūn-e nahve-

ye ehdā-ye janīn be zoujein-e nā-bār-var

）」
が
成
立
し
た
（G

arm
a-

roudi N
aef 2015 :369

）。

２
　「
不
妊
夫
婦
に
対
す
る
胚
提
供
の
方
法
に

関
す
る
法
」

（
１
）
イ
ラ
ン
の
立
法
制
度
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
令

　

イ
ラ
ン
革
命
以
降
、
イ
ラ
ン
は
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権

分
立
制
度
を
も
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
の
統
治
の
理
念
に
基
づ
き
、
国
の
法
律
は

イ
ス
ラ
ー
ム
の
原
理
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
るく。
国
会
に
提

出
さ
れ
る
法
案
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
高
位
の
宗
教
学
者
の
見

解
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
る
。
法
案
は
国
会
で
可
決
さ
れ
た
後
、

監
督
者
評
議
会
で
イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
の
整
合
性
を
審
査
さ
れ
、
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そ
こ
で
承
認
さ
れ
て
初
め
て
成
立
、
施
行
と
な
る
。

　

シ
ー
ア
派
で
は
、
信
徒
が
参
照
す
べ
き
指
針
と
な
る
教
令

（fatvā
）
を
発
行
で
き
る
立
場
に
あ
る
宗
教
学
者
を
ム
ジ
ュ
タ
ヒ

ド
と
い
い
、
そ
の
中
で
も
上
級
者
を
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
、
最
高

有
識
者
を
マ
ル
ジ
ャ
エ
・
タ
ク
リ
ー
ド
（
信
徒
が
見
習
う
べ
き
模
倣

の
源
泉
の
意
）
と
い
う
称
号
で
呼
ぶ
。
教
令
は
、
シ
ー
ア
派
の
イ

ス
ラ
ー
ム
法
学
に
基
づ
き
、
以
下
の
四
つ
の
法
源
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
。
第
一
の
法
源
は
ク
ル
ア
ー
ン
、
第
二
の
法
源
は
預
言

者
と
エ
マ
ー
ム
の
言
行
の
伝
承
、
第
三
の
法
源
が
イ
ス
ラ
ー
ム

法
学
者
の
合
意
、
第
四
の
法
源
は
理
性
で
あ
る
。

　

シ
ー
ア
派
の
宗
教
学
者
た
ち
は
、
理
性
に
よ
る
解
釈
（ejtehād

）

を
重
視
し
、
こ
れ
が
医
療
の
分
野
で
日
々
進
歩
し
続
け
て
い
る

技
術
の
実
用
的
な
解
釈
に
つ
な
が
っ
て
い
るけ。
医
療
は
人
間
の

生
と
死
を
扱
う
場
で
あ
り
、
臨
床
の
場
面
で
倫
理
的
課
題
に
直

面
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
新
し
い
医
療
技
術

に
関
し
て
指
針
と
な
る
法
規
が
存
在
し
な
い
場
合
、
ム
ジ
ュ
タ

ヒ
ド
た
ち
は
関
連
す
る
質
問
を
信
者
か
ら
受
け
、
そ
の
答
え
と

し
て
教
令
を
示
す
。
法
案
の
作
成
時
や
臨
床
実
践
の
場
に
お
い

て
専
門
家
に
よ
っ
て
指
針
と
さ
れ
参
照
さ
れ
る
の
は
、
マ
ル
ジ

ャ
エ
・
タ
ク
リ
ー
ド
、
あ
る
い
は
政
治
的
に
権
威
あ
る
ア
ー
ヤ

ト
ッ
ラ
ー
の
教
令
で
あ
る
。
こ
う
し
た
高
位
の
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー

た
ち
の
意
見
は
互
い
に
対
立
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
見
解
が
尊
重
さ
れ
る
。
な
お
、
信
徒
は
自
分
が
従
う
ア
ー
ヤ

ト
ッ
ラ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）「
不
妊
夫
婦
に
対
す
る
胚
提
供
の
方
法
に
関
す
る
法
」

　
　
の
内
容

　

生
殖
補
助
医
療
に
関
す
る
イ
ラ
ン
で
最
初
の
法
が
、「
胚
提
供
」

と
い
う
特
定
の
生
殖
補
助
技
術
に
限
定
し
た
内
容
を
も
つ
背
景

に
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
い
く
つ
か
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
概

念
が
関
わ
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
イ
ラ
ン
で
は
精
子
や
卵

子
の
提
供
を
受
け
る
よ
り
も
、
第
三
者
の
夫
婦
か
ら
胚
提
供
を

受
け
る
方
が
倫
理
的
に
受
け
入
れ
や
す
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

　

法
は
、
五
つ
の
条
項
か
ら
な
る
。
第
一
条
は
、
胚
提
供
の
定

義
と
ド
ナ
ー
・
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
定
義
で
、
ド
ナ
ー
も
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
も
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
で
あ
り
、
夫
婦
両
者
の
同
意

の
上
で
、「
子
宮
の
外
で
受
精
」（
体
外
受
精
）
し
た
胚
を
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
条
は
胚



123

「東洋学術研究」第57巻第１号

イランにおける第三者がかかわる生殖補助技術の活用に関する倫理的議論と実践

の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
条
件
に
関
し
て
で
、
医
学
的
に
不
妊
で
あ

る
診
断
が
下
さ
れ
て
お
り
、
疾
病
や
依
存
症
が
な
い
こ
と
な
ど

の
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
るこ。
第
三
条
は
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
夫

婦
と
胚
提
供
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
と
の
関
係
性
に
関
し
て
で
、

双
方
は
（
普
通
の
）
親
子
と
同
様
に
、
養
育
（negāh-darī

）、
訓
育

（tarbiyat

）、
扶
養
（nafaqe
）、
尊
敬
（ehterām

）
の
義
務
と
責
任

を
負
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
不
妊
夫
婦
に
対
す
る
胚
提
供
の
方
法
に
関
す
る
法
」
は
、
国

の
立
法
府
で
あ
る
国
会
で
審
議
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。
こ
の
法

律
が
成
立
す
る
ま
で
の
議
論
で
は
、
最
高
指
導
者
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー

師
の
教
令
も
含
め
、
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
た
ち
の
見
解
が
参
照
さ

れ
た
。
一
方
、「
胚
提
供
」
以
外
の
生
殖
補
助
技
術
に
関
す
る
制

定
法
は
現
時
点
で
は
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー

た
ち
は
こ
れ
ら
の
利
用
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

見
解
の
中
に
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
教
令
と
立
場
を
異
に
す

る
も
の
も
あ
る
。
最
高
指
導
者
で
あ
る
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
教

令
は
イ
ラ
ン
国
内
に
お
い
て
一
定
の
権
威
を
も
つ
。
し
か
し
信

徒
は
他
の
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
の
見
解
に
従
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
臨
床
で
生
起
す
る
問
題
へ
の
対
処
に
お
い
て
、
イ

ス
ラ
ー
ム
法
の
規
範
よ
り
も
他
の
価
値
観
が
優
先
さ
れ
る
状
況

も
起
っ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
こ
う
し
た
複
雑
な
状
況
を
理
解

す
る
た
め
に
、
イ
ラ
ン
国
内
で
集
中
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
お
こ
な
っ
たTrem

ayne

とG
arm

aroudi

の
報
告
と
議
論
を
参

考
に
し
な
が
ら
論
点
を
整
理
す
る
。

３
　
生
殖
補
助
技
術
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
点
：

婚
姻
関
係
と
親
子
関
係

　

イ
ラ
ン
国
内
で
倫
理
的
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
論
点

は
、
国
際
社
会
の
趨
勢
を
反
映
し
て
は
い
る
も
の
の
、
日
本
や

欧
米
で
争
点
と
な
っ
て
い
る
事
柄
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
本
節

で
は
、
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
二
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ

ら
は
、
第
三
者
が
介
入
す
る
生
殖
補
助
技
術
の
導
入
に
よ
り
、

婚
姻
関
係
と
親
子
関
係
の
規
範
の
再
構
築
が
必
要
に
な
っ
た
際

に
重
視
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。

（
１
）
婚
姻
関
係
の
再
考
：
姦
通

　

イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
婚
外
性
行
為
と
婚
前
性
行
為
を
姦
通
（zenā

）

の
罪
と
し
て
い
る
。
ス
ン
ナ
派
が
多
数
派
を
占
め
る
国
で
は
、
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第
三
者
か
ら
の
精
子
・
卵
子
の
提
供
や
胚
の
提
供
、
代
理
出
産

は
す
べ
て
姦
通
罪
に
相
当
す
る
と
し
て
禁
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

シ
ー
ア
派
の
イ
ラ
ン
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
、
す
で
に

ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
が
第
三
者
に
よ
る
精
子
・
卵
子
の

提
供
を
許
可
す
る
教
令
を
出
し
て
い
る
（A

bbasi-Shavazi 

2008 :4

）。

　

イ
ラ
ン
で
生
殖
補
助
医
療
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
婚
姻
関
係

（
通
常
婚
だ
け
で
な
く
一
時
婚さも
含
む
）
を
も
つ
夫
婦
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
第
三
者
か
ら
卵
子
の
提
供
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
次
の
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
男
性
の
多
妻
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、シ
ー
ア
派
で
は
一
時
婚
も
合
法
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

夫
が
卵
子
の
提
供
者
と
性
交
渉
の
な
い
一
時
婚
契
約
を
結
び
卵

子
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
で
、
婚
姻
関
係
に
な
い
女
性
と
の 

姦
通
の
罪
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
供
さ
れ
た
卵
子
は
男

性
の
精
子
と
体
外
受
精
を
し
、
妻
の
子
宮
内
に
移
植
さ
れ
る

（Trem
ayne 2012 a:71

）。

　

何
ら
か
の
理
由
で
夫
の
側
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
女
性
は
複

数
の
男
性
と
同
時
に
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
よ
り

状
況
が
複
雑
に
な
る
。
対
処
策
の
一
つ
は
、
次
の
よ
う
な
方
法

で
あ
る
。
妻
が
一
度
夫
と
離
婚
し
、
三
カ
月
の
待
婚
期
間

（‘odde

）し

　
を
経
て
、
精
子
提
供
者
の
男
性
と
性
的
交
渉
の
な
い
一

時
婚
を
す
る
。
一
時
婚
を
し
た
男
性
か
ら
提
供
さ
れ
た
精
子
と

彼
女
の
卵
子
と
で
体
外
受
精
を
し
、
胚
を
彼
女
の
子
宮
に
戻
す
。

こ
こ
で
一
時
婚
を
終
了
し
、
元
の
夫
と
再
婚
す
る
（ibid.:72

）。

　

こ
う
し
た
煩
雑
な
手
続
き
を
経
て
も
、
姦
通
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
教
令
は
よ
り
寛

容
で
、「
配
偶
子
の
提
供
は
（
男
女
の
間
に
不
法
の
）
接
触
と
視
線

が
な
け
れ
ば
」
姦
通
に
な
ら
な
い
、「
性
交
渉
と
い
う
身
体
的
な

行
為
が
介
在
し
な
い
の
で
、
配
偶
子
の
提
供
の
際
に
一
時
婚
を

す
る
必
要
は
な
く
、
姦
通
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」
と
し
て
い
る

（A
bbasi-Shavazi 2008 :7

）。
つ
ま
り
、
姦
通
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、

婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
間
の
精
子
ま
た
は
卵
子
の
移
行
で
は
な

く
、
不
法
で
不
義
の
性
行
為
そ
の
も
の
で
、
受
胎
は
姦
通
の
結

果
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
（G

arm
aroudi N

aef 2012 :163

）。

　

一
方
で
、
シ
ー
ア
派
の
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
た
ち
の
中
に
は
、

第
三
者
の
精
子
が
不
妊
夫
婦
の
妻
の
子
宮
に
「
直
接
」
入
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
を
も
つ
者
が
い
る
。
根
拠
と
し
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て
、
第
二
の
法
源
で
あ
る
エ
マ
ー
ム
の
伝
承
か
ら
、
シ
ー
ア
派

第
六
代
エ
マ
ー
ム
の
言
葉
「
最
後
の
審
判
の
日
に
最
悪
の
拷
問

を
受
け
る
の
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
女
性
の
子
宮
に
彼
の
種
を

入
れ
た
男
」
が
示
さ
れ
る
（G

arm
aroudi N

aef 2015 :360

）。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
も
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
女
性
の

子
宮
内
に
精
子
を
注
入
す
る
人
工
授
精
が
不
法
と
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
精
子
が
婚
姻
関
係
に
な
い
女
性
の
子
宮
内
に
直
接
入

ら
な
け
れ
ば
、
問
題
は
回
避
さ
れ
るす。
す
な
わ
ち
、
体
外
受
精

や
顕
微
授
精
に
よ
っ
て
不
妊
男
性
の
妻
の
卵
子
と
第
三
者
の
男

性
の
精
子
を
子
宮
外
で
受
精
さ
せ
、
胚
と
し
て
妻
の
子
宮
に
戻

す
の
で
あ
れ
ば
、
違
法
で
は
な
い
（G

arm
aroudi N

aef 2012 :165

）。

　

さ
ら
に
、
よ
り
保
守
的
な
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
た
ち
の
中
に
は

提
供
精
子
に
よ
る
妊
娠
は
人
工
授
精
も
体
外
受
精
も
違
法
だ
と

す
る
根
強
い
反
対
意
見
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
時
婚
の
煩
雑

な
手
続
き
を
経
て
合
法
性
が
確
信
で
き
な
い
精
子
提
供
を
受
け

る
よ
り
は
、
妻
の
卵
子
を
使
う
こ
と
を
諦
め
、
も
う
一
組
の
夫

婦
か
ら
胚
提
供
を
好
む
夫
婦
が
多
い
（Trem

ayne 2012 a:72

）。

　

そ
れ
で
は
、
代
理
出
産
の
場
合
、
姦
通
の
問
題
は
ど
う
解
釈

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ン
ナ
派
は
、
代
理
出
産
も
姦
通

に
相
当
す
る
禁
止
行
為
と
し
て
い
る
が
、
シ
ー
ア
派
で
は
、
代

理
出
産
も
合
法せ
と
す
る
。
た
だ
し
、
不
妊
の
妻
を
も
つ
夫
の
精

子
を
第
三
者
の
女
性
の
子
宮
に
「
直
接
」
入
れ
て
妊
娠
さ
せ
、

そ
の
女
性
が
代
理
出
産
を
お
こ
な
う
伝
統
的
な
方
法
は
許
可
さ

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、こ
こ
で
合
法
と
さ
れ
る
代
理
出
産
と
は
、

体
外
受
精
し
た
夫
婦
の
胚
を
第
三
者
の
女
性
の
子
宮
に
移
植
す

る
方
法
を
指
す
。
こ
の
方
法
な
ら
、
胚
ま
た
は
胎
児
を
一
つ
の

子
宮
か
ら
他
の
子
宮
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
と
同
等
と
さ
れ
、
禁

止
行
為
と
は
な
ら
な
い
（A

ram
esh 2009 :321

）。

（
２
）
親
子
関
係
の
再
考
：
血
統
と
近
親
関
係

　

そ
れ
で
は
、
生
殖
補
助
技
術
を
使
っ
て
、
第
三
者
を
巻
き
込

ん
だ
関
係
性
の
中
で
産
ま
れ
た
子
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な

親
子
関
係
が
付
与
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
代
理
出
産

で
は
、
卵
子
の
提
供
者
と
子
宮
の
提
供
者
（
子
を
出
産
し
た
代
理

母
）
の
ど
ち
ら
が
子
の
母
と
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

第
三
者
か
ら
精
子
・
卵
子
の
提
供
、
ま
た
は
胚
提
供
を
受
け
た

場
合
、
誰
が
子
の
父
・
母
と
し
て
の
義
務
・
権
利
を
も
つ
の
か
。

こ
の
議
論
で
重
要
に
な
る
の
は
、
血
統
（nasab

）
の
概
念
と
、



126

近
親
関
係
（m

ahram
īyat

）
の
概
念
で
あ
る
。

　

代
理
出
産
の
場
合
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
五
八
章
二
節そ
に
依
拠
す

れ
ば
、
出
産
を
し
た
女
性
の
み
が
子
の
母
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
だ
が
、
シ
ー
ア
派
の
見
解
で
は
遺
伝
的
要
素
が
優
先
さ
れ
、

代
理
母
で
は
な
く
依
頼
主
で
卵
子
の
提
供
者
で
あ
る
女
性
が
母

だ
と
さ
れ
る
。
代
理
母
と
子
の
間
に
は
遺
伝
的
つ
な
が
り
が
な

く
、
血
統
が
確
立
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
遺
伝
的

要
素
の
優
先
」
と
い
う
法
則
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
に
適
用
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
者
の
夫
婦
か
ら
提
供
さ
れ
た
胚
を

移
植
し
子
を
産
ん
だ
場
合
は
、
卵
子
・
精
子
の
提
供
者
で
は
な

く
、
胚
提
供
を
依
頼
し
た
不
妊
夫
婦
（
夫
・
妻
と
も
に
子
と
遺
伝
的

つ
な
が
り
を
も
た
な
い
）
が
親
権
を
得
る
こ
と
に
な
るた。　

　
「
不
妊
夫
婦
に
対
す
る
胚
提
供
の
方
法
に
関
す
る
法
」
に
は
、

胚
提
供
で
産
ま
れ
た
子
と
不
妊
の
両
親
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る
（
第
三
条
）。
不
妊
の
夫
婦
と
子
の
間
に
生
ま
れ

る
義
務
と
責
任
を
、
こ
こ
で
は
養
育
、
訓
育
、
扶
養
、
尊
敬
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
養
子
縁
組
（farzand-khāndegī

）
の
養
親

と
子
の
関
係
性
と
同
じ
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
血
縁
関
係

に
な
い
子
を
実
子
と
偽
る
こ
と
を
禁
止
し
、
養
子
縁
組
を
認
め

て
い
な
い
。
だ
が
、
イ
ラ
ン
革
命
前
に
制
定
さ
れ
た
養
子
縁
組

に
関
す
る
法
と
そ
の
改
正
法
（
二
〇
一
三
年ち）
で
は
養
子
縁
組
を

認
め
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
不
妊
の
イ
ラ

ン
人
夫
婦
は
保
護
者
の
い
な
い
子
ど
も
を
養
子
と
し
て
引
き
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
養
親
は
、「
養

育
、
訓
育
、
扶
養
、
尊
敬
を
与
え
る
権
利
と
義
務
を
負
い
」、
子

は
養
親
の
名
前
を
名
乗
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
養
親
と
子
の
権
利
・
義
務
関
係
の
中
に
は
、

相
続
権
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
不
妊
夫

婦
に
対
す
る
胚
提
供
の
方
法
に
関
す
る
法
」
に
も
、
相
続
に
関

す
る
明
確
な
記
述
が
な
い
。
こ
の
背
景
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法

に
お
い
て
、
血
統
を
共
有
す
る
生
物
学
的
な
親
子
の
間
で
の
み

財
産
の
相
続
が
可
能
に
な
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。つ

　

血
統
が
相
続
を
決
定
す
る
と
い
う
原
則
に
従
え
ば
、
胚
提
供

を
受
け
て
生
ま
れ
た
子
が
相
続
を
受
け
る
の
は
胚
の
ド
ナ
ー
夫

婦
で
あ
る
し
、
子
に
財
産
が
あ
る
場
合
、
子
の
遺
産
を
受
け
取

る
の
も
ド
ナ
ー
夫
婦
と
な
っ
て
し
ま
う
。
実
際
に
は
、
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
夫
婦
が
親
権
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
て
も
、
ド
ナ
ー

夫
婦
が
後
日
相
続
権
を
主
張
し
て
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
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う
し
た
不
安
に
対
応
す
る
た
め
、
生
殖
補
助
技
術
を
提
供
す
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
提
供
者
を
匿
名
に
す
る
こ
と
で
、
ド
ナ
ー

と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
が
お
互
い
を
特
定
で
き
な
い
環
境
を
作
る
努

力
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（ibid.:374

）。て

　
　

　

さ
ら
に
、
第
三
者
を
巻
き
込
む
生
殖
補
助
技
術
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
子
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、
相
続
や
親
権
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
親
族
範
囲
の
設
定
も
重
要
な
論
点
に
な
る
。
生
殖

補
助
技
術
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
と
不
妊
夫
婦
、
あ
る
い
は
精

子
・
卵
子
・
胚
・
子
宮
の
提
供
者
が
異
性
同
士
の
場
合
、
二
人

は
結
婚
が
で
き
な
い
近
親
者
の
男
女
（m

ahram
）
と
み
な
さ
れ
る

の
か
、
あ
る
い
は
生
物
学
的
な
親
子
で
な
い
こ
と
が
優
先
さ
れ
、

将
来
的
に
結
婚
が
可
能
な
男
女
（nā-m

ahram

）
と
み
な
さ
れ
る

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー

た
ち
の
見
解
は
様
々
で
、
多
数
の
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
。

　

た
と
え
ば
、
代
理
母
は
乳
母
（m

ādar-e rezā ‘ī

）
と
同
等
だ
と

す
る
教
令
が
あ
る
。と

　
乳
母
と
子
の
関
係
性
は
血
統
に
基
づ
か
な

い
の
で
相
続
を
含
め
親
子
関
係
に
関
わ
る
権
利
・
義
務
を
も
つ

こ
と
は
な
い
が
、
擬
似
的
な
母
子
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
結
婚
が
禁
じ
ら
れ
るm

ahram

の
関
係
性
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
乳
母
と
子
の
間
柄
と
同
様
、
代
理
出
産
で
産
ま
れ
た
男

児
は
、
代
理
母
本
人
と
も
、
彼
女
の
近
親
女
性
と
も
結
婚
が
で

き
な
い
と
い
う
立
場
に
な
る
。
だ
が
一
方
で
、
代
理
出
産
で
産

ま
れ
た
子
と
代
理
母
と
の
関
係
性
は
、
血
統
を
共
有
せ
ず
親
権

も
獲
得
し
な
い
の
で
、
結
婚
を
禁
じ
ら
れ
る
近
親
関
係
に
は
な

ら
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。な

　
　

４
　
第
三
者
が
関
わ
る
生
殖
補
助
医
療
の

実
践
に
お
い
て
起
こ
る
問
題

　

以
上
、
第
三
者
が
か
か
わ
る
生
殖
補
助
技
術
の
導
入
に
お
い

て
議
論
と
な
っ
た
姦
通
と
血
統
・
親
族
関
係
の
問
題
に
つ
い
て

述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
の
関
連
で
問
題
視
さ
れ

た
点
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
多
数
の
臨
床

的
事
例
を
追
っ
たTrem

ayne

は
、
不
妊
夫
婦
た
ち
の
選
択
に
お

い
て
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
状
況
を
記
述
し
て
い
る

（Trem
ayne 2012 b; 2015

）。

　

一
つ
は
、
親
族
の
血
筋
を
ひ
く
子
を
生
む
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
人
に
と
っ
て
血
統
の
継
続
は
大
き
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な
関
心
事
で
、
そ
れ
が
と
き
にm

ahram

に
あ
た
る
者
と
の
結
婚

の
禁
止
や
姦
通
の
禁
止
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
規
範
を
破

る
結
果
に
な
る
と
し
て
も
、
血
統
の
「
純
潔
さ
」
を
保
つ
た
め

に
親
族
が
卵
子
・
精
子
・
胚
を
提
供
す
る
こ
と
が
好
ま
れ
て 

い
る
。

　

Trem
ayne

（2015
）
の
論
文
で
は
、
不
妊
の
妻
が
自
身
の
姉
妹

か
ら
卵
子
提
供
を
受
け
夫
の
精
子
と
体
外
受
精
を
実
施
し
た
例
、

不
妊
の
夫
が
自
身
の
兄
弟
か
ら
精
子
提
供
を
受
け
妻
に
告
げ
ず

に
妻
の
卵
子
と
体
外
受
精
を
実
施
し
た
例
、
不
妊
の
妻
が
夫
の

兄
弟
の
嫁
か
ら
卵
子
提
供
を
受
け
た
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
初
の
例
に
お
い
て
、
男
性
と
彼
の
妻
の
姉
妹
の
関
係
性
は

m
ahram

で
は
な
い
が
、
重
婚
の
相
手
と
し
て
妻
の
姉
妹
を
選
択

し
妊
娠
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
二
例
目
と

三
例
目
は
、
女
性
が
結
婚
し
た
ま
ま
夫
以
外
の
男
性
と
の
子
を

つ
く
る
と
い
う
意
味
で
姦
通
に
相
当
す
る
。
さ
ら
にTrem

ayne

は
、
不
妊
の
夫
が
妻
の
兄
ま
た
は
弟
か
ら
精
子
提
供
を
受
け
た

例
も
紹
介
し
て
い
る
（ibid.:77 -78

）。
こ
の
場
合
、
生
ま
れ
る
子

は
異
性
の
き
ょ
う
だ
い
同
士
の
子
と
な
り
、
近
親
相
姦
の
禁
止

の
規
範
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
つ
目
は
、
精
子
提
供
を
嫌
忌
す
る
状
況
で
あ
る
。
卵
子
提

供
の
場
合
に
は
大
き
な
混
乱
は
起
き
な
い
が
、
精
子
提
供
は
夫

婦
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
受
容
が
難
し
い
。
こ
れ
に
は

二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
イ
ラ
ン
人
の
男
性
に

と
っ
て
不
妊
は
男
性
性
を
脅
か
し
体
面
を
汚
す
深
刻
な
事
態
だ

と
い
う
点
と
関
連
す
る
。
不
妊
の
夫
は
、
自
分
の
不
妊
に
つ
い

て
妻
に
も
話
さ
ず
に
い
る
、
あ
る
い
は
妻
に
不
妊
の
汚
名
を
着

せ
る
場
合
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
精
子
提
供
は
秘
密
裏
に
お
こ

な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
親
族
の
一
人
、
ま
た
は
見
ず
知
ら
ず

の
男
性
の
提
供
精
子
を
得
て
生
ま
れ
た
子
が
、
幸
運
に
も
夫
の

生
物
学
的
子
で
は
な
い
と
わ
か
ら
な
い
外
見
的
特
徴
を
も
っ
て

い
れ
ば
隠
し
通
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
精
子
提
供
を

選
択
し
た
不
妊
の
夫
が
生
ま
れ
た
子
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
れ
を
妻
の
不
貞
の
結
果
と
し
、
子
を
不
義
の
子
と
呼
ん

で
暴
力
を
振
る
う
な
ど
、
悲
惨
な
展
開
と
な
っ
た
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（Trem

ayne 2012 b

）。

　

提
供
精
子
の
利
用
を
忌
避
す
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
父
系

の
血
縁
者
に
よ
っ
て
血
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
シ
ー
ア
派
に
と
っ
て
父
系
と
母
系
は
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対
等
で
、
必
ず
し
も
血
統
は
父
系
と
決
定
付
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
す
る
議
論
も
あ
る
（G

arm
aroudi N

aef 2012 :158

）。

ま
た
、
前
述
の
姉
妹
に
よ
る
卵
子
提
供
の
例
か
ら
は
、
母
系
の

血
の
つ
な
が
り
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し

筆
者
が
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
テ
ヘ
ラ
ン
で

実
施
し
た
調
査
で
は
、
医
療
者
に
よ
っ
て
も
不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
夫
婦
に
よ
っ
て
も
、
父
親
と
生
物
学
的
つ
な
が
り
の
な

い
子
を
親
族
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
第
三
者
か
ら
の

精
子
提
供
に
強
い
忌
避
感
を
も
つ
家
族
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。

　

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
第
三
者
に
よ
る
精
子
提
供

は
、
姦
通
の
禁
止
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
原
則
に
抵
触
す
る

と
の
判
断
を
示
す
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
も
い
る
。
そ
の
た
め
、
最

高
指
導
者
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
合
法
と
す
る
教
令
を
出
し
て
い

て
も
、
国
立
の
医
療
機
関
で
は
提
供
精
子
に
よ
る
体
外
受
精
を

実
施
し
て
い
な
い
（Trem

ayne 2015 : 79

）。
民
間
医
療
機
関
で
も
、

筆
者
が
テ
ヘ
ラ
ン
で
訪
問
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
に
は
「
医
学

的
な
理
由
に
よ
っ
て
当
院
で
は
実
施
し
て
い
な
い
」
と
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
背
景
に
は
、
姦
通
や
相
続
と
い

っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
体
面
や

血
統
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
精
子
提
供
が
強
く
忌
避
さ

れ
る
状
況
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
で
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
、
イ
ラ
ン
の
生
殖
補
助
医
療
を
め
ぐ
る
倫
理
的
議
論

と
実
践
に
関
し
て
紹
介
し
た
。
第
三
者
が
関
わ
る
生
殖
補
助
技

術
の
利
用
が
、
イ
ラ
ン
の
婚
姻
関
係
と
親
子
関
係
の
規
範
に
与

え
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
こ
で
必
要
と
な
っ
た
の
は
、
姦
通
、

血
統
、
近
親
関
係
と
い
う
重
要
概
念
を
軸
に
、
婚
姻
関
係
と
親

子
関
係
の
規
範
を
再
構
築
す
る
試
み
だ
っ
た
。
だ
が
、
一
つ
一

つ
の
生
殖
補
助
技
術
を
使
用
す
る
こ
と
の
周
辺
に
は
イ
ス
ラ
ー

ム
法
の
遵
守
以
外
に
も
重
視
さ
れ
る
価
値
観
が
あ
る
。
生
殖
補

助
技
術
の
利
用
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
族
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
ど
の
よ
う
な

問
題
に
直
面
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
今
後
も
現

地
の
情
報
を
追
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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注（
１
） 

本
稿
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中

東
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
に
お
け
る
生
殖
医
療
と
家
族
」
の
中
間
報

告
と
し
て
提
出
し
た
論
考
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本

稿
に
な
い
ド
ナ
ー
に
対
す
る
報
酬
、
男
女
産
み
分
け
、
同
性
愛

者
と
未
婚
者
の
生
殖
補
助
技
術
の
利
用
、
凍
結
保
存
配
偶
子
・

胚
の
死
後
利
用
に
関
し
て
は
、
細
谷
（2016

）
を
参
照
さ
れ 

た
い
。

（
２
） 

体
外
受
精
と
そ
れ
に
続
く
胚
移
植
は
、
体
外
で
卵
子
と
精
子
を

受
精
さ
せ
、
分
割
し
た
胚
（
初
期
胚
│
胚
盤
胞
）
を
子
宮
内
に

移
植
す
る
不
妊
症
治
療
の
一
つ
で
あ
る
（
和
田
他 2010

）。

（
３
） 

精
子
の
数
や
運
動
率
が
極
度
に
不
良
で
、
体
外
受
精
を
お
こ
な

っ
て
も
受
精
で
き
な
い
場
合
に
、
顕
微
鏡
化
で
授
精
す
る
生
殖

補
助
技
術
を
指
す
（
同
書
）。

（
４
） 

妊
娠
、
出
産
を
第
三
者
に
依
頼
し
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
依
頼

者
が
自
分
の
子
ど
も
と
し
て
育
て
る
方
法
（
柘
植 2012

：
用

語
解
説
ⅸ
）。

（
５
） 

体
外
受
精
に
よ
り
得
ら
れ
た
受
精
卵
が
分
割
し
、
八
細
胞
期
前

後
に
あ
る
段
階
で
胚
生
検
を
お
こ
な
っ
て
、
遺
伝
子
が
特
定
さ

れ
て
い
る
遺
伝
性
疾
患
や
染
色
体
異
常
な
ど
を
診
断
す
る
方
法

（
和
田
他 2010

）。
性
別
も
判
別
で
き
る
。

（
６
） 

顕
微
授
精
の
方
法
の
一
つ
で
、
一
つ
の
精
子
を
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ

ッ
ト
で
直
接
卵
子
の
中
に
注
入
す
る
方
法
を
指
す
（
同
書
）。

（
７
） 「
胚
提
供
」
に
相
当
す
る
ペ
ル
シ
ャ
語ehdā-ye janīn

は
、
直
訳

す
る
と
「
胎
児
の
贈
呈
」
を
意
味
す
る
。
日
本
語
で
は
、
受
精

卵
を
日
数
別
に
い
く
つ
か
の
異
な
る
名
称
で
呼
び
分
け
て
い
る

が
、
ペ
ル
シ
ャ
語
で
は
受
精
か
ら
出
生
ま
で
の
間
、
す
べ
て

「janīn

」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。

（
８
） 

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
憲
法
第
四
条
。

（
９
） 

イ
ラ
ン
で
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
生
殖
補
助
技
術
に
限
ら
ず
、

避
妊
、
人
工
妊
娠
中
絶
、
脳
死
と
臓
器
移
植
、
性
転
換
手
術
に

関
し
て
も
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
柔
軟
な
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ

れ
を
も
と
に
新
た
な
制
度
的
展
開
が
生
ま
れ
て
い
る
。
脳
死
と

臓
器
移
植
に
つ
い
て
は
細
谷
（2011

）、
性
転
換
手
術
に
つ
い

て
は
森
田
他
（2016

：75 -76

、
註
25
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
） 

ド
ナ
ー
の
条
件
は
、
施
行
規
則
第
二
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

一
時
婚
（m

utʿa

、
ペ
ル
シ
ャ
語
で
はsīghe

）
と
は
、
婚
姻
期

間
を
設
け
な
い
通
常
婚
と
異
な
り
、
婚
姻
期
間
を
限
定
し
て
契

約
を
結
ぶ
婚
姻
形
態
を
指
す
。
シ
ー
ア
派
法
学
の
み
、
そ
の
合

法
性
を
認
め
て
い
る
（
貫
井
他 2013

：155

、
註
5
）。

（
12
） 

離
婚
し
た
夫
と
の
間
の
子
ど
も
を
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
期
間
で
、
普
通
婚
の
場
合
、
寡
婦
は
四
カ
月
と
十
日
、

離
婚
し
た
女
性
は
三
回
の
月
経
を
見
る
ま
で
（
月
経
の
な
い
離

婚
女
性
は
三
カ
月
）、
待
婚
期
間
中
に
妊
娠
が
判
明
し
た
場
合

は
出
産
後
四
十
日
と
さ
れ
て
い
る
（
同
論
文
：158

、
註
23
）。

（
13
） 「
不
妊
夫
婦
に
対
す
る
胚
提
供
の
方
法
に
関
す
る
法
」
第
一
条

で
体
外
受
精
の
こ
と
を
「
体
外
」
で
は
な
く
「
子
宮
の
外
で
」

と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
問
題
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

（
14
） 
現
在
、
イ
ラ
ン
で
は
代
理
出
産
に
関
す
る
法
案
が
準
備
さ
れ
て
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い
る
段
階
で
、
ま
だ
個
別
の
法
は
存
在
し
て
い
な
い
。
医
療
機

関
で
は
宗
教
指
導
者
た
ち
の
見
解
を
参
照
に
し
た
独
自
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
対
処
し
て
い
る
。

（
15
） 「
抗
弁
す
る
女
章
」
二
節
「
あ
な
た
が
た
の
中
で
、
ズ
ィ
ハ
ー

ル
に
よ
っ
て
、
そ
の
妻
を
遠
ざ
け
る
者
が
あ
る
。
し
か
し
か
の

女
ら
は
か
れ
ら
の
母
で
は
な
い
。
母
は
か
れ
ら
を
生
ん
だ
者
以

外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
実
に
か
れ
ら
の
言
う
こ
と
は
不
法
な
、

虚
偽
の
言
葉
で
あ
る
。
本
当
に
ア
ッ
ラ
ー
は
寛
容
に
し
て
よ
く

罪
を
赦
さ
れ
る
。」（
樋
口 2000
：682

）。

（
16
） 

こ
う
し
た
柔
軟
さ
に
つ
い
て
、
ギ
ャ
ル
マ
ー
ロ
ウ
デ
ィ
ー
は
、

シ
ー
ア
派
に
お
け
る
親
族
（khīshāvandī

）
の
構
造
は
、「
遺
伝

子
」
の
法
則
で
は
な
く
、
近
接
性
（qorābat
）
の
法
則
に
従
う

と
指
摘
し
て
い
る
（G

arm
aroudi N

aef 2012 :183

）。

（
17
） 

一
九
七
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
保
護
者
の
い
な
い
子
ど
も
の
監

護
に
関
す
る
法
」
は
革
命
後
も
効
力
を
も
っ
て
い
た
。
二
〇
一

三
年
の
改
正
法
の
「
保
護
者
が
い
な
い
、
あ
る
い
は
保
護
者
に

保
護
能
力
の
な
い
児
童
と
青
少
年
の
援
護
に
関
す
る
法

（qānūn-e hem
āyat az kūdakān va javānān-e bī-sar-parast va 

bad-sar-parast

）」
で
も
同
様
に
養
親
は
子
に
対
し
て
養
育
、

訓
育
、
扶
養
、
尊
敬
を
与
え
る
義
務
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
（
一

七
条
）。

（
18
） 

生
殖
補
助
技
術
に
よ
っ
て
遺
伝
的
な
か
か
わ
り
の
な
い
子
の
親

と
な
る
場
合
、
出
生
後
、
子
の
養
育
権
を
取
得
す
る
法
手
続
き

を
し
、
出
生
証
明
書
の
親
を
不
妊
夫
婦
の
名
で
作
成
し
、
そ
の

中
で
実
子
と
同
じ
だ
け
の
相
続
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
意
思
表

示
を
す
る
こ
と
で
対
処
し
て
い
る
（A

bbasi-Shavazi 

2008 :23

）。

（
19
） 

こ
れ
ま
で
イ
ラ
ン
で
は
、
生
殖
補
助
医
療
に
お
け
る
ド
ナ
ー
・

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
間
の
匿
名
性
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
背
景
が
あ
る
。
ま
ず
、
以
前
は

親
族
か
ら
の
提
供
が
主
だ
っ
た
た
め
、
匿
名
性
自
体
が
想
定
さ

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ド
ナ
ー
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
が
実
名
で
の

対
面
的
な
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
文
化
的
に
重
視
さ
れ
て
い

た
。
た
と
え
ば
臓
器
移
植
に
お
い
て
も
、
ド
ナ
ー
（
ま
た
は
死

去
し
た
ド
ナ
ー
の
家
族
）
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
は
共
に
匿
名
で
は

な
く
、
直
接
対
面
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
臓
器
移
植
と

異
な
り
生
殖
補
助
医
療
に
お
け
る
ド
ナ
ー
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の

関
係
性
は
、
相
続
と
関
わ
る
血
統
の
問
題
と
な
る
た
め
、
よ
り

複
雑
な
状
況
が
生
ま
れ
る
。
一
方
で
、
ド
ナ
ー
の
匿
名
性
の
保

持
は
、
子
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
自
分
の
出
自
を
知
る
権
利
に

反
す
る
。
だ
が
、
こ
の
点
に
着
目
し
た
議
論
は
、
イ
ラ
ン
で
は

ま
だ
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

（
20
） 

モ
オ
メ
ン
師
の
教
令
で
あ
る
（G

arm
aroudi N

aef 2012 :173

）。

（
21
） 

サ
ー
ネ
イ
ー
師
の
教
令
で
あ
る
（ibid.:168

）。
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